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芝
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械
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精
度
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シ
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Ｓ
Ｍ
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東
芝
機
械
の
「
高
精
度
ダ

イ
シ
ン
グ
マ
シ
ン
　
Ｕ
Ｓ
Ｍ

―
６
Ｅ
」
は
、
次
世
代
パ
ワ

ー
半
導
体
用
炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ
Ｃ

基
板

モ
ー
ス

硬
度

の
効
率
加
工
を
目

的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
工
作

機
械
で
あ
る
。

　
Ｓ
ｉ
Ｃ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
、
炭
化
ホ
ウ
素

Ｂ
４

Ｃ

に
次
い
で
３
番
目
に
硬

い
材
料
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

ウ
エ
ハ
ー
を
チ
ッ
プ
に
す
る

た
め
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

砥
石
を
用
い
て
ダ
イ
シ
ン
グ

と
い
し

加
工
す
る
の
が
主
で
あ
っ

た
。
し
か
し
加
工
速
度
は
毎

秒
１

し
か
実
現
で
き

ず
、
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
期

待
で
き
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
起
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、

加
工
性
能
に
定
評
の
あ
る
ス

ラ
イ
サ
ー
と
ダ
イ
シ
ン
グ
マ

シ
ン
の
操
作
性
を
融
合
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
加
工

性
能
が
よ
り
使
い
や
す
く
、

よ
り
身
近
に
な
る
と
と
も

に
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
ワ
ー

ク
の
難
削
材
化
に
対
応
可
能

な
加
工
環
境
を
提
供
し
て
い

る
。

　
各
軸
の
ス
ト
ロ
ー
ク
は
Ｘ

軸
４
０
０

、
Ｙ
軸
１
７

０

、
Ｚ
軸

で

直
径
２

ブ
レ
ー
ド
使
用

時

、
１
秒
当
た
り
の
最
大

早
送
り
速
度
は
Ｘ
軸
８
０
０

、
Ｙ
軸

、
Ｚ
軸

、
ワ
ー
ク
旋
回
モ
デ

ル
は
直
径
２
２
８

で
あ

る
。
ス
ピ
ン
ド
ル
は
２

、

３

、
４

の
各
ブ
レ
ー
ド

直
径
に
対
し
て
最
適
化
し
た

３
種
類
を
用
意
し
て
い
る
。

　
直
径
６

の
単
結
晶
Ｓ
ｉ

Ｃ
基
板
に
お
い
て
、
毎
秒

他
社
比

―

倍

と
い
う
優
れ
た
加
工
を
実
現

し
て
い
る
。
こ
の
優
れ
た
加

工
を
支
え
る
べ
く
多
く
の
機

能
を
有
し
て
い
る
。

　
高
剛
性
空
気
静
圧
軸
受
ス

ピ
ン
ド
ル
は
同
期
モ
ー
タ
ー

を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
芯

振
れ
精
度
０
・

を
達

成
し
、
ワ
ー
ク
の
チ
ッ
ピ
ン

グ
刃
先
の
欠
け
減
少
を
防

い
で
い
る
。
こ
の
エ
ア
ス
ピ

ン
ド
ル
の
採
用
で
負
荷
の
大

き
い
マ
ル
チ
ブ
レ
ー
ド
加
工

に
対
応
可
能
と
な
り
、
シ
ン

グ
ル
ブ
レ
ー
ド
加
工
と
比
べ

て
加
工
能
力
が
増
大
し
、
生

産
性
の
向
上
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
ボ
ー
ル
ネ

ジ
振
れ
に
よ
る
ワ
ー
ク
の
チ

ッ
ピ
ン
グ
減
少
を
目
的
と
し

た
高
真
直
度
送
り
Ｘ
軸
、
移

動
物
案
内
面
の
近
傍
に
冷
却

水
を
循
環
さ
せ
て
長
時
間
安

定
加
工
を
実
現
す
る
ベ
ッ
ド

・
コ
ラ
ム
鋳
物
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
操
作
性
を
左
右
す
る
ブ
レ

ー
ド
バ
ラ
ン
ス
の
修
正
と
し

て
、
回
転
計
を
ス
ピ
ン
ド
ル

後
部
に
、
加
速
度
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
主
軸
回
り
に
配
置
し

た
こ
と
に
よ
り
、
加
工
室
カ

バ
ー
を
閉
め
た
状
態
で
の
作

業
が
可
能
と
な
り
、
段
取
り

作
業
を
簡
易
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
稼
働
操
作
性
の
大
幅

な
向
上
を
実
現
す
べ
く
、
非

接
触
式
ブ
レ
ー
ド
径
検
知
機

能
や
顕
微
鏡
に
よ
る
オ
ー
ト

フ
ォ
ー
カ
ス
式
ワ
ー
ク
上
面

検
知
機
能
の
搭
載
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
方
式
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス

Ｈ
Ｍ
Ｉ

へ
の
主
要
操

作
集
約
を
行
っ
て
い
る
。
分

か
り
や
す
い
操
作
画
面
と
入

力
ミ
ス
を
未
然
に
防
止
す
る

機
能
充
実
策
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
作
業
負
荷
を
軽
減
し

て
い
る
。

　
造
形
処
理
は
従
来
機
種
の

反
省
を
踏
ま
え
、
近
未
来
的

な
機
械
イ
メ
ー
ジ
実
現
を
意

図
し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ト
パ

ネ
ル
両
サ
イ
ド
へ
の
Ｒ
面
採

用
、
シ
グ
ナ
ル
タ
ワ
ー
と
連

動
す
る
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
サ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
、
シ
ル
バ
ー
と
グ
レ

ー
で
本
体
を
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
研
究
開
発
用
に
限
定
さ
れ

て
い
た
Ｓ
ｉ
Ｃ
単
結
晶
は
、

参
入
メ
ー
カ
ー
の
増
加
に
よ

り
柔
軟
な
価
格
対
応
や
品
質

向
上
策
の
検
討
が
進
ん
で
い

る
。
ウ
エ
ハ
ー
口
径
の
６

化
を
境
に
し
て
、
市
場
は
拡

大
傾
向
に
転
じ
て
お
り
、
難

削
材
の
ダ
イ
シ
ン
グ
需
要
も

本
格
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
環
境
配
慮
設
計
を
視
野
に

入
れ
て
開
発
さ
れ
、
優
れ
た

加
工
機
能
や
操
作
性
を
基
盤

と
し
て
、
Ｓ
ｉ
Ｃ
ウ
エ
ハ
ー

の
ダ
イ
シ
ン
グ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
ウ
エ
ハ
ー
の
ダ
イ
シ
ン
グ

加
工
や
、
光
通
信
コ
ネ
ク
タ

ー
用
Ｖ
溝
加
工
、
超
硬
合
金

・
ア
ル
ミ
ナ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
・

樹
脂
材
の
溝
入
れ
加
工
に
も

展
開
が
可
能
で
あ
り
、
大
き

な
競
争
力
を
発
揮
す
る
と
期

待
で
き
る
。
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ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

多機能レーザ加工機ＳＵＰＥＲ　ＴＵＲＢＯ―Ｘ５１０Ｍｋ�ＲＴＣ
　
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
の

「
多
機
能
レ
ー
ザ
加
工
機
　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ

―
Ｘ
５
１
０
Ｍ
ｋ

Ｒ
Ｔ

Ｃ
」
は
、
平
板
、
パ
イ
プ
、

立
体
成
形
物
加
工
に
お
け
る

レ
ー
ザ
ー
加
工
や
パ
イ
プ
加

工
、
タ
ッ
プ
加
工
、
面
取
り

加
工
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
加
工

を
可
能
と
す
る
。
段
取
り
時

間
の
削
減
や
、
加
工
不
良
・

加
工
不
能
の
予
防
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現

し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験

や
技
量
に
依
存
し
な
い
ユ
ー

ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
工
作

機
械
で
あ
る
。

　
発
振
器
は
出
力
４

の

炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
を
使

用
。
最
大
加
工
板
厚
は
鋼
材

が

、
ス
テ
ン
レ
ス
が

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が

。
最
大
加
工
範
囲
は

１
５
２
５

×
３
０
５
０

×
３
７
５

。
最
大
加
工

送
り
速
度
は
毎
分

。
位

置
決
め
精
度
は
Ｘ
Ｙ
軸
が
５

０
０

当
た
り

０
・

、
Ｚ
軸
が
１
０
０

当
た
り

０
・

、
全
軸
繰
り
返
し
精
度
は

０
・
０
０
５

と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
丸
・
角
パ
イ
プ
材

の
加
工
範
囲
は
ワ
ー
ク
テ
ー

ブ
ル
上
に
配
置
し
た
ロ
ー
タ

リ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
よ
り
、
直

径

―
３
７
５

、
長

さ
３
０
０
０

で
あ
る
。
パ

イ
プ
の
芯
出
し
作
業
を
最
小

限
に
す
る
パ
イ
プ
サ
ポ
ー
タ

ー
を
装
着
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
段
取
り
時
間
が
大
幅
に

削
減
で
き
る
。

　
機
械
本
体
は
テ
ー
ブ
ル
や

コ
ラ
ム
、
レ
ー
ザ
ー
発
振

器
、
数
値
制
御
Ｎ
Ｃ
装
置

を
配
置
し
た
機
電
一
体
構
造

を
採
用
し
、
レ
ー
ザ
ー
発
振

器
か
ら
ワ
ー
ク
ま
で
の
光
路

長
を
一
定
に
保
つ
光
路
長
一

定
方
式
を
装
備
し
て
い
る
。

フ
ラ
イ
ン
グ
オ
プ
テ
ィ
ク
ス

方
式
は
発
振
器
か
ら
加
工
点

ま
で
の
光
路
長
が
変
化
す
る

た
め
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
の
質

が
安
定
せ
ず
、
テ
ー
ブ
ル
全

域
で
加
工
が
安
定
し
な
い
問

題
が
あ
っ
た
。
光
路
長
一
定

方
式
は
テ
ー
ブ
ル
上
の
ど
こ

で
加
工
し
て
も
光
路
長
さ
が

一
定
と
な
る
た
め
、
レ
ー
ザ

ー
ビ
ー
ム
が
均
一
化
さ
れ
、

非
常
に
安
定
し
た
加
工
を
実

現
し
て
い
る
。
光
軸
の
ズ
レ

が
最
小
限
に
な
る
た
め
、
光

軸
調
整
に
要
す
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
を
削
減
で
き
る
。

　
作
業
エ
リ
ア
下
部
に
は
　

レ
ン
ズ
焦
点
距
離
自
動
測
定

・
補
正
シ
ス
テ
ム
、
穴
あ
け

ピ
ア
シ
ン
グ

貫
通
・
加

工
異
常

バ
ー
ニ
ン
グ
・
プ

ラ
ズ
マ

検
知
機
能
、
ノ
ズ

ル
に
付
着
し
た
溶
融
物

ス

パ
ッ
タ

の
除
去
シ
ス
テ

ム
、
ノ
ズ
ル
チ
ェ
ン
ジ
マ
ガ

ジ
ン

最
大
３
個
、タ
ッ
プ

マ
ガ
ジ
ン

最
大
６
本

、

タ
ッ
プ
折
損
検
出
機
能
―
が

装
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
稼
働
機
能
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

指
令
に
よ
り
自
動
化
さ
れ
、

段
取
り
時
間
の
大
幅
短
縮
や

機
械
停
止
を
回
避
し
、
多
品

種
対
応
の
操
作
性
実
現
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
厚
板
・
中
厚
板
の

ピ
ア
シ
ン
グ
時
間
を
大
幅
に

短
縮
す
べ
く
、
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
焦
点
位
置
自
動
設
定
機

能

サ
ー
ボ
フ
ォ
ー
カ
ス

を
新
た
に
開
発
。
最
適
な
焦

点
位
置
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
令

で
自
動
設
定
す
る
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
に
貢
献
す

る
。

　
Ｎ
Ｃ
制
御
盤
に
は
新
規
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
　
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
　
Ｍ
」
を
搭

載
し
て
い
る
。
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

ベ
ー
ス
の
Ｇ
Ｕ
Ｉ
は
認
知
機

能
の
実
現
に
一
歩
前
進
し
た

良
好
な
自
動
化
環
境
を
実
現

し
て
い
る
。
安
全
性
に
関
し

て
は
全
面
カ
バ
ー
に
よ
り
粉

塵
や
電
波
障
害
に
配
慮
し
て

い
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
多
機
能

レ
ー
ザ
ー
加
工
や
多
品
種
少

量
生
産
に
お
け
る
作
業
性
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
配
慮

し
、
フ
ロ
ン
ト
に
全
閉
集
塵

カ
バ
ー
付
き
加
工
テ
ー
ブ

ル
、
バ
ッ
ク
に
レ
ー
ザ
ー
加

工
部
を
配
置
す
る
シ
ン
プ
ル

な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
機

械
特
性
か
ら
必
然
的
に
導
き

出
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
は
適
度

な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
と
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
処
理
で
一
定
の
成
果

を
収
め
て
い
る
。

　
同
製
品
は
工
程
集
約
型
で

ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
を

意
図
し
て
開
発
さ
れ
、
レ
ー

ザ
ー
加
工
の
複
合
化
と
自
動

化
機
能
を
搭
載
し
、
高
精
度

・
高
生
産
性
を
維
持
し
つ

つ
、
板
金
加
工
業
界
や
多
品

種
少
量
生
産
市
場
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
し
て
い
る
。
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